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分散アプリケーションフレームワークwwHwwにおける
フォームナビゲーション機能のXMLによる実現方式

藤 原 克 哉† 中 所 武 司†

日常的業務をエンドユーザが自らコンピュータ化し利用するためのフレームワークとして, インター
ネットを利用した窓口業務の自動化を取り上げ,分散アプリケーションフレームワークを開発中である．
我々は,アプリケーションフレームワークを提供することにより,エンドユーザ（業務の専門家）主

導での開発・保守や多組織間でのユーザインタフェースの共通化およびエンドユーザ（一般の利用者）
自身による自動記入エージェント作成・利用を目指している．

Development of Form Navigation Services of
An Application Framework of Window Work for End-users

Katsuya Fujiwara† and Takeshi Chusho†

The number of end-users increases on the inside and outside of offices. This paper describes
an application framework of the multi-organizational office network systems for window work
in banks, city offices, travel agents, mail-order companies, etc. based on the philosophy of “All
routine work both at office and at home should be carried out by computers.” The prototype
program was developed for feasibility study.

1. は じ め に

我々は,インターネット・イントラネットを利用した

窓口業務の自動化を取り上げ,そのアプリケーションフ

レームワークを提供することにより, 業務の専門家主

導での開発・保守や多組織間でのユーザインタフェー

スの共通化およびエンドユーザ自身による自動記入

エージェント作成・利用を目指している．本研究では

これまでに例題システムを開発し,業務共通のフロー

ズンスポット (86%)と主に UIからなるホットスポッ

ト (14%)に分離しフレームワークを抽出した．現在,

フレームワークとパターンを用いた,XMLによる窓口

業務のエージェント化の実現方式を検討している1).

2. 窓口業務アプリケーションフレームワーク

本研究の対象とする窓口業務アプリケーションの典

型的な利用手順は以下のようなものである．

( 1 ) 窓口とフォームの検索

( 2 ) フォームへの記入

( 3 ) 書類の提出

窓口業務のアプリケーションは, WWWを利用した
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図 1 例題システムのアーキテクチャ

オンラインショッピングや銀行・証券取引, 旅行予約

等のシステムが既にインターネット上に次々と実用化

されている．しかし,(1)について現在のWWWシス

テムで用いられている HTMLは, 書類の表示レイア

ウトのための形式であり,窓口やその記入フォームに

限った検索等の意味情報に基づく検索はできない．(2)

のフォームへの記入においては,窓口利用者は名前や

住所など同じような項目の入力を求められることが多

い．また,(3)の記入フォームを提出した際に記入の不
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備を指摘されて記入し直す場面も多い．これらを自動

的に記入したりチェックする機能があれば便利である．

このような窓口の意味情報とフォームの記入支援機

能の定義からなる窓口のメタデータを定義するため

に, 自動処理に適した XMLベースの記述言語を設計

した．画面の表示レイアウト定義には HTML(または

XHTML)を用い, 窓口の検索やフォーム記入支援の

定義にこのメタデータ記述言語を用いる．またこれら

のメタデータを管理するエージェント間の通信言語と

して XMLベースの ACLを設計した．

2.1 例題システムのアーキテクチャ

このようなアプリケーションフレームワークを実現

するために, まず, 研究室内の名簿管理業務を取り上

げ,その一連の窓口業務を自動化した名簿管理システ

ムを開発した．例題システムの構成を図 1に示す．図

の各サブシステムは以下のようなものである．

(a) WWWブラウザ 本システムと窓口利用者との

対話に用いる一般のWWWブラウザ．

(b) wwHwwクライアント フォームの取寄せ, 自

動記入,記入チェック,提出を行う代理サーバ．

ユーザエージェントは,窓口/フォームの検索を行

うインタフェースと自動記入用の個人情報を管理

する．フォームエージェントは,記入ナビゲーショ

ン機能（自動記入,記入チェック）を実行する．

(c) wwHwwサーバ群 ブローカエージェントは,窓

口/フォームのディレクトリ情報を管理し ,ユーザ

エージェントとフォームエージェントを仲介する．

フォームエージェントは XML文書形式でWWW

サーバ上で公開する．

(d) 受付窓口WWWサーバ 名簿管理システムの

受付窓口サーバは, 記入フォームを定義する

HTML 文書と,記入済文書を受け付ける CGIプ

ログラムからなる一般的なWWW サーバ．

2.2 フレームワークの 2種類のカスタマイズ方式

アプリケーション開発者は，個々のアプリケーショ

ンに固有の処理をホットスポットに定義することで，

フレームワークをカスタマイズしてアプリケーション

を構築する．フレームワークのカスタマイズ方式は以

下の 2種類に分類できる．

(A) メタデータの設定 アプリケーションに固有の処

理を定義するために,固有のプロパティデータを

フレームワークの指定した形式で用意する．

(B) 差分コンポーネントのプラグイン アプリケー

ションに固有の機能をフレームワークの指定し

たインタフェースに沿って用意し, フレームワー

クにプラグインする．

(A)の方式は業務の専門家による構築に適しているが，

この方式のみでは適用範囲がフレームワークで用意さ

れた機能に限定され，柔軟性に欠ける．(B)でプラグ

インする差分コンポーネントは，基本的にアプリケー

ション開発者が既存のコンポーネントから個々の要求

に適したコンポーネントを探し出すことになる．アプ

リケーションに適したコンポーネントが見つからない

場合は，新たに開発する必要がある．

本システムの場合は，業務の専門家がカスタマイズ

すべきホットスポットは以下のようなものである．

A. メタデータの設定

(1) 窓口情報の定義

(2) 電子フォーム定義

B. 差分コンポーネントのプラグイン

(1) 電子フォーム部品

(2) 提出書類の処理コンポーネント

A(1)について,ホスト名やファイル名,URLなど稼働

環境に依存する情報は, メタデータとして用意すべき

である．A(2)について,ユーザインタフェース (UI)は

個々のアプリケーションに固有であり, また仕様の変

更が多い．メタデータとして用意することで,コンパ

イル作業が不要になりカスタマイズが容易になる．B

について,UI部品やデータ層との接続コンポーネント

は個々のアプリケーションで利用する組み合わせが異

なるが,各々のコンポーネントは他の業務アプリケー

ションにも共通に利用できる．したがって,これらの

コンポーネントは本来あらかじめ用意されておくべき

であると言える．

3. ま と め

一般にホットスポットを多く設定したフレームワー

クは適用範囲が広がるがアプリケーション開発者の負

担が増大する．ホットスポットを限定すると,開発者の

負担は少なくなるが適用範囲が限られる．また,コン

ポーネント開発はプログラミングが必要となり開発者

の負担が大きいのに対し, メタデータ方式は構築や変

更が容易である．本研究の目的であるエンドユーザ主

導開発においては,ホットスポットを限定したメタデー

タによるカスタマイズ中心の開発手法が有効である．
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